
 

 

 

校訓「敬・愛・信」 
義務教育学校だからできること 
５月１５日(木)は、昨年度から始まった前期課程と後期課程合同のユーユータイムの

日。掃除時間をなくして、全校生で長い昼休みを楽しみました。子どもたちの手による

新たな義務教育学校の１年生から９年生までの共育（ともに育つ）活動です。 

令和７年度初めての内容は、テレビ番組でお馴染みの「逃走中」の関宮学園バージ

ョン「暴走中」。子どもたちは、ハンターから逃れるため、校庭を駆けまわっていました。 

小学生と中学生がともに遊べるのは関宮学園でしかできないことです。同級生が減

り、横のつながりが少なくなる中、こうした活動により、少しでも縦（異学年）のつながり

が持てる機会があればいいと考えています。 

また、１６日(金)には、前期課程と後期課程合同の児童生徒総会が開かれました。

今年度のスローガンは「克己 ～コツコツの努力で永遠の成果」に決まりました。総会

では、サブテーマの「永遠の成果」についてある児童から質問がありました。生徒会長

は「例えば、今、あいさつを頑張っていると、将来困らないという成果が得られる。」と答

弁していました。しっかりとした考えをもって、子どもたち同士が議論していることに感心

しました。 

このスローガンのもと、よりよい学校生活となるよう、子どもたちには当事者意識をも

って、活動に取り組んでほしいものです。また、総会に参加すること、役員は運営するこ

とを通して、児童生徒会の一員であると自覚するとともに、組織の運営、世の中のしく

みについて学んでほしいと考えています。 

 

陸上競技部が始動 
６月１１日(水)１２日(木)に行われる但馬中学校総合体育大会陸上競技大会に向

けて、特設の陸上競技部の活動が始まりました。陸上競技部では、部活動の地域連携

を進めており、今年度も田中耕治さんにご指導いただきます。 

 

後期課程の授業担当の変更 
これまで、９年生の英語は前田教諭が担当していましたが、今後は、西村教諭が担

当するよう変更します。また、７年生の英語は前田教諭と西村教諭の２名で担当します。

ご理解いただきますようお願いします。 
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避難訓練を行いました 
５月１９日(月)、今年度初めての訓練を、地震を想定して行いました。子どもたちに

は、訓練の講評として以下のことを話しました。 

今から１００年前、大正１４(１９２５)年５月２３日に但馬地域で地震が発生しまし

た。北但大震災と呼んでいます。この地震は、特に豊岡、城崎に甚大な被害をもたら

しました。当時、建築物の大半が木造であったため、多くの建物が倒壊しました。 ま

た、昼に発生し、食事準備で火を使っていたため、多くの建物が火事で消失しまし

た。「天災は忘れた頃にやってくる」といいます。普段から災害が起こることを想定し、

準備しておくことが、自分の命、友だちの命を守ることになります。災害時は、まず命

を守ることが大切です。今日の訓練の様子を自分自身で振り返りながら、防災につ

いて考えましょう。 

 

先人の生き方に学ぶ 
５月１６日(金)、文化審議会が琵琶湖から京都へ水を運ぶ運河の「琵琶湖疎水施

設」を国宝に指定するよう求めたとの報道がありました。国宝になれば、明治時代以降

の土木構造物としては初めてのことのようです。 

琵琶湖疎水といえば、養父市能座出身の北垣国道です。郷土の先人の偉業が国の

宝に指定されるとは、誇らしいことです。養父市では、先人の生き方を大切にした教育

を行っています。子どもたちには北垣国道の生き方を通して、気づきを得てほしいです。

「ふるさとの偉人を誇りに思う→ふるさとに愛着を持つ→ふるさとに残る」となればい

いなと思います。 

ちなみに、京都市では、小学生が琵琶湖疎水について学び、記念館にも社会見学に

行くため、小学生の北垣国道の認知度は高いと聞いたことがあります。 

平安京以来、千年以上にわたって日本の都であった京都は、明治維新における事

実上の東京遷都によって人口の約３分の１が減少し、「いずれ狐や狸の棲家になる」

といわれました。しかし、人々はただ嘆いたのではなく、京都と大津を結ぶ「希望の水

路」琵琶湖疏水の建設に、都市再生の望みを託したのです。 

明治１４(1881)年、第３代京都府知事に就任した北垣国道は、琵琶湖から引い

た疏水の水力で新しい工場を興し、舟で物資の行き来を盛んにしようと計画しまし

た。 

当時の京都府の年間予算の２倍という、莫大な工事費を要する前代未聞の大事

業には、当時最新の技術や知識を学んでいた若い才能が抜擢されました。 

(日本遺産琵琶湖疏水ウェブサイトより) 

お宝といえば、１０月５日(日)に養父市で「開運なんでも鑑定団」の公開収録があり

ます。このテレビ番組で、歴史の授業で勉強するような古い時代のお宝が出品されると

見入ってしまいます。ご家庭にも、とっておきの「お宝」が眠っているかもしれません。 


